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健康長寿に係るイチオシ事業 

朝霞市 
～健康あさか普及員と協働した健康づくり普及啓発事業～ 

（あさか健康プラン２１の推進） 
 

(１) 事業概要 

朝霞市は、さいたま市から９ｋｍ、都心から２０ｋｍで県南西部に位置している。人

口状況は壮年層を中心に構成されており、また高齢化率からみると県内でも比較的若い

市という特徴がある。 

この事業では、健康づくりの取組みを壮年期から行うことにより、健康度を高め、医

療費や介護給付費の軽減につながることをめざしている。住民が主体となり取り組める

こと、壮年期からの健康意識の向上にむけた様々な取組みを、健康づくり活動を推進し

ている。 

 

(２) 契機 

平成２６年３月に「あさか健康プラン２１（第２次）」を策定し、すべての市民が

支え合い、健やかで心豊かに生活できる活力ある朝霞の実現をめざし、健康づくりを

推進している。 

第２次計画策定時に行った朝霞市民健康意識調査によると、健康を維持・継続させ

るために大切なのは「心がけや意識」と回答した方が多く、健康度を高めるためには、

まず健康づくりに関心を持つことが重要であると考える。 

また、地域の力がある社会は、健康度が高く、健康長寿に結びつくといわれている

ことから、地域のつながりの強化を意識した「あさか健康プラン２１シンボル事業」

を実施している。 

 

(３) 内容 

 

① 「健康あさか 普及員」制度の創設 

  あさか健康プラン２１（第２次）策定時、行政とともに健康づくりを推進するボラン

ティアとして創設。創設時は１５人。健康まつりや健康づくり普及活動時に活動紹介

を行い、登録を募り、令和２年１１月末現在４０２人登録している。 

 

    健康あさか普及員登録人数 意見交換会（参加人数） 

平成３０年度（３月末現在） ３６９人 ６回（延べ１２０人） 

令和元年度（３月末現在） ４００人 ７回（延べ１３３人） 

令和２年度（１１月末現在） ４０２人 ２回（延べ １７人） 

  健康あさか普及員は、日頃、介護予防などを目的に活動している団体の代表者の登録

もあり、これらの健康あさか普及員を通じて健康情報の発信を行うことができている。 
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②  ＡＳＡＫＡ健康ラウンジの実施 

   新型コロナウイルス感染拡大防止のため４月、６月は中止としていたが、ＡＳＡＫＡ

健康ラウンジを８月より人数を限定し開催。感染対策を取りながら健康あさか普及員

と意見交換を行った。１０月には東洋大学神野教授を交えての意見交換会を実施した。 

     

 ＜ＡＳＡＫＡ健康ラウンジの内容＞ 

日時 会場 内容 

４月１６日（木） 保健センター 中止 

６月４日（木） 保健センター 中止 

８月６（木） 

１３：３０～１５：００ 

保健センター 免疫力を高める食事の工夫 

意見交換 

１０月１５日（木） 

１３：３０～１５：００ 

保健センター ミニ講座「コロナ太り改善！？（身体活動、食生活）」 

東洋大学神野教授と意見交換 

１２月６日（日） 

１３：３０～１５：００ 

保健センター 

 

ミニ講座「今年も残り１か月！積極的に身体を動かそう」 

意見交換 

（R3）２月４日（木）予定 

１３：３０～１５：００ 

保健センター ミニ講座「へるすアップチャレンジ教室の伝達」 

意見交換、次年度計画、今後のラウンジや普及活動 

 

 ＜イベント等での健康づくりの普及活動の状況＞ 

※令和２年度イベントについては中止。 

  乳幼児健診時に来所される若年層を対象に節塩に関するチラシの配布を行う。 

 

(４) 課題、次年度に向けて 

 

①  健康あさか普及員活動の体制整備 

  健康あさか普及員登録者数４０２人。例年 ASAKA健康ラウンジへの参加は約２、３０

人程度だが新型コロナウイルス感染拡大防止のため１０人程度で実施。新しい生活様

式の中で健康あさか普及員と、健康づくりの普及活動を実施していくため、活動方法

などの工夫が必要である。 

 

② 地域の健康課題にあった健康づくり活動の実施 

  同じ市内でも地域によって健康づくりの活動状況に違いがある。健康あさか普及員が

主体的に活動できるよう、他機関とともに協力し、健康づくりの場の検討を行う。 

 

④ 健康づくり活動における評価について 

  健康指標の測定が充分でなく、効果の判定がしづらい。 

 

 


